
























































































花袋と「事実J については相馬庸郎が「花袋再考 『時は過ぎ行く』を中心に一 」
の中で次のように述べている。
「花袋は『事実』そのものを本当に尊重したのではなく、 『事実尊重』という観念









































1) 福田恒存：「解説J 田山花袋：『蒲団』 p.176 新潮社 1988第60刷
2）福田恒存：「解説」 田山花袋：前掲書 p.176
3）田山花袋：前掲書 p.13
4）田山花袋：前掲書 p. 22~ 23 
5）田山花袋：前掲書 p. 73 
6）小林一郎：『田山花袋研究』 p.36 桜楓社 昭和引寿司初旬
7）永代美知代：「花袋の r蒲団』と私j
『自然主義文学 一日本文学研究資料叢書』 p.202 有精堂 G?!,1:0 <f＜$~子 z_／~ fl) 匂





『自然主義文学 一日本文学研究資料叢書一』 p.169 有精堂
13）小林一郎：前掲書p.38
14）中村光夫：『日本の近代小説』 p.36 岩波新書 1989第48制
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